
ラグビーワールドカップ2019釜石開催に向けて
～スポーツの創生と地方創生～

2015.5.

1960年代の10万人近い人口が、鉄鋼不況と高炉の休止により減少。さらに市内の死者行方不明者
1,040人に上る東日本大震災の影響下で減少傾向が続いています。

釜石市は、岩手県の南東部、三陸復興国立公園の中心に位置し、88％が山地の北太平洋をのぞむ
リアス式海岸の港町、自然に恵まれた魚の街、近代製鉄発祥の鉄の街、そしてラグビーの街です。

2011年復興まちづくり基本計画を作成し、街の再建再生に取り組む中で、ラグビーワールドカップ2019

開催を通じ、復興の目標達成を遂げ、世界中の支援に感謝を表明するとともに、“スポーツの力”による
地域の創生に挑みたいと考えます。

人口36,598人(0～14歳10.5％、15～64歳54.9％、65歳～34.6％）、17,086世帯、面積441.4ｋ㎡
（H26.7現在 比較：横浜市 人口370万人、面積438ｋ㎡）
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Kamaishi is a fantastic rugby town.







岩手県釜石市ラグビーワールドカップ2019開催希望申請書添付資料

競技場全体配置図

≪スタジアム計画図≫

・鵜住居小、釜石東中跡地(6.7ha)＋山側(2.8ha)＝9haの用地

・防潮堤の高さに合わせ4.7m盛り土する。







March 11th, .2011

・釜石市では学校管理下の児童生徒約3,000人が、

臨機応変に避難して助かった。

震災時点の小中学生の死亡は5人

・釜石市内の死亡者888人、行方不明者152人。

防災を象徴する場所 ～小中学校生徒600人が一緒に駆けて逃げたシンボリックな場所～

Oct .2007

・手に手をとって逃げて助かった鵜住居小・東中の生徒たちを含めて、子供たちの率先避難行動は、

世界中に広く紹介された。



安全で守られる場所
～水門、防潮堤2018年完成～

IC

釜石の連帯意識はラグビースピリットの賜物 ～選手の復旧支援、全世界からの支援～



MORIOKA
77min.

HANAMAKI
59min.

HACHINOHE
156min.

SENDAI
128min.

KAMAISHI

震災復興道路の整備によりアクセス向上 ～2018年完成～

JR山田線の復旧計画開始
～三陸鉄道で南北縦貫～



希望・将来への明るい展望

子どもたちの夢

ラグビーワールドカップ 2019 誘致事業の経過

2011年 8月 スクラム釜石などラグビー関係者からRWC 2019誘致提案
H.23 10月 市から会場予定地域の住民に概要説明

11月 盛岡でのラグビー試合で、岩手県ラグビー協会関係者と日本ラグビー協会森会長に面会
12月 市民有志「釜石RWC 2019 を語る会」以降2回開催

スクラム釜石・SWと活動方針協議、市「復興まちづくり基本計画」にRWC 2019 誘致を明記

2012年 1月 岩手県副知事、文部科学省、国土交通省担当者に活動方針説明
H.24 2月 沿岸市町村復興期成同盟会、花巻市、北上市、復興庁に活動方針説明

3月 岩手県ラグビー協会総会で活動方針説明
5月 市民有志「 RWC 2019 釜石誘致応援事業」(フラッグ、冊子、ＰＶなど）
6月 神戸製鋼平尾誠二氏と「 RWC 2019 釜石誘致応援フォーラム」
7月 県「復興スクラム議員連盟」設立、市「ワールドカップ誘致推進室」設置
9月 NZオークランドCEOアンディ・ダルトン氏が来釜

RWC 2019 釜石誘致関係者会議(市、スクラム釜石、復興スクラム議員連盟など)
秩父宮ラグビー場で「復興スクラム議員連盟」平野復興大臣へ要望書

10月 嚶鳴協議会で東海市など13自治体が支援決議、 RWC 2019 試合会場ワークショップ参加
11月 復興交付金事業「鵜住居地区スポーツ交流拠点創造事業ビジョン策定」H24年度

浸水土地の有効利用

スポーツ施設の集約

2013年 1月 鹿島アントラーズ小笠原光男氏と「 RWC 2019 釜石誘致応援タウンミーティング」
H.25 3月 東海市「 RWC 2019 釜石誘致応援タウンミーティング」

ロータリークラブ地区総会「 RWC 2019 釜石誘致応援シンポジウム」
釜石ブリッジプログラム中学生17人をNZ派遣、 RWC 2019 組織委員会ワークショップ参加

5月 RWC 2019 組織委員会「大会ビジョン」「試合開催会場選定プロセス」発表
6月 RWC 2019 日本大会成功議員連盟総会開催（会員110名）、市「選定プロセス」参加表明

日本代表テストマッチレフリー団が来釜
10月 森会長が釜石での試合観戦と被災地視察、 RWC 2019 開催都市ガイドライン配布

12月 市RWC 2019検討協議会 以降3回、復興交付金事業「鵜住居地区復興広場整備事業」 H26,27年度

2014年 1月 東海市・釜石市「 RWC 2019 釜石誘致応援アクション」、 RWC 2019 日本大会成功議員連盟総会
H.26 2月 RWC 2019組織委員会との実務協議、現地視察

3月 市RWC 2019検討協議会中間報告、政策会議



＜市内商店会でフラッグの掲揚＞2012年
中妻中央通り、上中島、鈴子町
と流通経済大学ラグビー部
鵜住居仮設商店街と立教大学ラグビー部
青葉仮設商店街、
天神仮設商店街
と新日鉄住金本社
ラグビー部

鵜住居地区国道沿い
鵜住居地域会議

＜ＲＷＣ紹介液晶看板＞
2012年12月12日(水) シープラザ釜石、ホテルサンルート釜石、2013年2月6日(水)岩手銀行、のぞみ病院

＜小学生へのRWC誘致アイテム配布＞ （マスコットストラップ・クリアファイル・ブックレット） 2013年2月

2012・5・10

8・5
8・8

6・1

10・7

2013・1・11

12・12

市民の応援と地域への根付き

10・5

2014・1・18

＜RWCタウンミーティングの開催＞
2012年6月1日(金) シープラザ遊(イベントテント)

ゲスト：平尾誠二氏ほか 参加約70名
2013年年1月11日(金) UR都市機構・鵜住居事務所
ゲスト：小笠原満男、石山次郎ほか 参加約100名

2013年3月30日(土) ホテルサンルート釜石
ゲスト：千田美智仁、高橋博行ほか 参加約70名

3・30

＜ラグビーカフェ・クレスト鵜住居＞2013年9月オープン RWC紹介、英会話教室、手芸教室、ハロウイン、Ｘmas子どもイベント

＜SW公式戦応援ベント＞2013年10月5日 ＜2019ｃｍロールケーキアクション＞2014年1月18日冬の味覚祭り





2014年
5月24日(土) RWC 2019釜石誘致推進会（市民応援団）発足/

親子ラグビー教室（未就学児対象)/ラグビー自主製作映画上映会
5月29日(木) 釜石市での岩手県政懇談会： RWC 2019開催都市立候補プラン協議/第1回スタジアム再設計会議
6月9日(月) RWC 2019成功議員連盟議員、組織委員会による視察

：岩手県政策地域部と釜石市によるRWC 2019開催都市立候補プラン協議
6月11日(水) 南アフリカ・ユニセフ親善大使イボンヌ・チャカチャカ氏来釜
6月13日(金) RWC 2019開催都市立候補に関する岩手県知事、県幹部への折衝
6月15日(日) 釜石ラグビッグドリーム招待試合：釜石シーウェイブスvs東海大学
6月19日(木) 第2回スタジアム再設計会議
6月20日(金) 市政策会議： RWC 2019開催都市立候補プラン協議

/岩手県政策地域部と合同での日本スポーツ振興センター(ＪＳＣ)と文科省への折衝
6月24日(火) 鵜住居まちづくり協議会へのRWC 2019開催都市立候補プラン説明
6月28日(土) 高校ラグビー日本代表候補選手ボランティア活動
6月30日(月) RWC2019 釜石誘致推進会・釜石商工会議所・釜石観光物産協会・釜石市商店街連合会による

市長へのRWC 2019開催都市立候補の嘆願書届け出
7月1日(火) 市議会全員協議会：RWC 2019開催都市立候補プラン説明
7月2日(水) 新日鐵住金㈱釜石製鐵所へのRWC 2019開催都市立候補プラン説明
7月3日(木) 岩手県沿岸広域振興局へのRWC 2019開催都市立候補プラン説明
7月4日(金) 記者会見：RWC 2019開催都市立候補の表明
7月5日(土) 青年会議所全国ラグビー大会
7月7日(月) 元南アフリカ代表チェスター・ウイリアムズ氏来訪
7月8日(火) 市議会臨時議会： RWC 2019開催都市希望申請書の作成業務委託費を可決
7月10日(木) 第3回スタジアム再設計会議
7月16日(水) ＪＳＣ主催oto助成金交付式：「toto助成によるスポーツと地域の活性化に関する調査研究」採択
7月18日(金) 岩手県政策地域部との協議
8月2日(土) 東大阪市ラグビースクール交流会、女子サッカー日本代表佐々木監督クリニック
8月6日(水) 第4回スタジアム再設計会議
8月7日(木) 岩手県復興スクラム議員連盟総会
8月10日(日) RWC 2019釜石誘致推進会主催タウンミーティング

「ラグビーフットボールと男女共同参画の推進」：日本ラグビー協会稲沢理事講演
/鵜住居地区住民説明会： RWC 2019開催都市立候補プラン

2014年5月～8月までの取り組み案件



☆草の根運動・開催準備市民会議
・市民運動の盛り上げ
・アイデアコンペ、アンケート
・タウンミーティング

☆開催都市希望申請書の準備
・スタジアム再設計

⇒概算見積もり⇒財源計画
・輸送・宿泊体制
・警備体制
・医療・安全体制

県議連の賛同市議会の賛同

☆寄付・協賛募金活動
・建設資金協力のお願い
・開催資金協力のお願い
・市民運動による展開

地元まちづくり協議会の賛同

☆岩手県との協同締結
・県全域の協同体制
・財源の分担
・開催準備協議会

市民団体、市内経済団体からの要望 県の協力協同の確約

☆日本スポーツ振興センター(JSC)
へ支援依頼

・フィールド・施設整備への助成依頼
・「スポーツと地域の活性化」
助成制度づくりに向けた調査研究

ラグビーワールドカップ2019開催都市立候補

ラグビーワールドカップ2019開催 開催地経済効果50億円～60億円

地域の活性化・ラグビーの活性化・地方創生
大会後のレガシー⇒地域の人材育成・産業振興・職住促進

釜石市の取り組み状況

☆RWC2019釜石開催支援連絡会
立ち上げ

・県内自治体、各種団体との連携
・友好都市との連携



小中高競技会・合宿
大学社会人ラグビー招待試合・合宿

国際大会・全国大会誘致開催による地域成長

希望郷いわて国体

ラグビーワールドカップ2019

2016 2018 20202017 2019

はまゆり国際トライアスロン大会

７’Sラグビー国内・国際大会

東京オリンピック・パラリンピックサテライトイベント

国際ウオータースイム大会

2021 2023 20252022 2024

女子サッカーワールドカップ

大会運営力のレベルアップ

スポーツ認識レベルのスタンダードアップ

ジャパンラグビートップリーグ

ラグビー国際交流試合
オックスフォード／NZ／France／Aus

Jリーグエキジビジョンマッチ



「スポーツの力」と「防災避難の知恵」を活かしたダイバーシティスタジアム計画

☆スポーツ大会・合宿
・ラグビー、サッカー、陸上etc
・女子・ジュニア大会
・ベスト8以下のブラッシュアップ大会
・ラグビーレガシー体験

☆地域のスポーツ大会、健康づくりメニュー

☆グリーンツーリズム
・農業漁業体験
・自然教室

☆ボランティアツーリズム
☆地域暮らし体験ツアー、インターンシップ
☆クリーンエネルギー体験ツアー

☆防災避難体験ツーリズム
・震災の夜を疑似体験
・防災備蓄品を見学
・緊急電源機器、通信機器を試用
・緊急出動車、ヘリetc見学試乗

☆率先避難行動の体験
・鵜住居小・東中避難ロード走破

・メインスタンドに常設施設を追加。低スペックの倉庫スタイル

・大会時はメディアセンターとして利用。

・大会後は防災備蓄倉庫と簡易宿所に利用。

・常設スタンドを1,000席→2,000席で、イベント効率をアップ。



社会資本

Social overhead Capital 
Infrastructure

Social Capital
Relationship

経済学 社会学

スポーツ施設

Sport facility
スポーツつながり

Sport Network

スポーツ資本



スポーツ資本の特性

大守隆（おおもりたかし）「社会資本（ソーシャル・キャピタル）の概念と地域再生における意義」
（2011年、文部科学省 科学技術・学術審議会 資源調査分科会）

スポーツ資本

可能

しばしば

ほぼ安定

しばしば

余りない

時として

すむ

ある程度ある

インバウンド



スポーツ資本

(場) (人) (時・機会)

生活、衣食住
働く、真面目

遊び、気晴らし
動き、笑い

生命維持
脅威を無くす

活気
生理活性、免疫活性

Sport

Mind, Culture

Life, Science

(夢中)（やりがい) （幸せ）

Spirit



RWC2019 in Kamaishi will open a new page in the history of rugby and enhances its value.

Player

Spectators

・Watch rugby games and reconstruction efforts

・Connect with Kamaishi citizens and with each other

・Recognize rugby as something more than sports

・Connect with Kamaishi citizens and with each other

・Propagate the greatness of rugby

・Overcome all difficulties by cooperating each other

・Love rugby and support it so passionately

・Improve and boost the value of rugby



RWC2019 will impact on the progress of the reconstruction and development.




